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Ⅰ．緒　　言

　育児生活のなかで，抱っこでわが子をあやしたり，移
動したりという機会は非常に多い．実に，その歴史は400
万年前の人類が二足歩行を獲得した時期にまで遡るとさ
れ，子孫を運搬する抱っこという重要な行為は人類の進
化に貢献してきたといえる（Bigelow et al., 2020）．今日
の私たちにも抱っこの効果は経験的に受け継がれてきた
が，現代ではその生理的効果が解明されつつある．抱っ
こで歩くことで輸送反応が起こると，座っているときよ
りも泣く量が約5分の1になり，心拍数が減少する

（Esposito et al., 2015；Gammie, 2013；吉田ら，2015）．
さらに1日の抱っこ時間が長い群では，短い群よりも夜
間の児の啼泣時間が約半分になったというランダム化比
較試験もある（Hunziker et al., 1986）．他に，縦抱き抱っ

こにおける呼吸数の減少（江守ら，2001），横抱きに比べ
て経皮的酸素濃度が高いことが観察されている（Stening 
et al., 2002）．
　しかし，いくら抱っこがよい効果をもたらすとして
も，どんどん重くなるわが子を腕だけで抱きしめ続ける
には限界がある．そのため，ベビーウェアリングという
行為は，抱っこの歴史とともに，古くから養育者たちを
サポートしてきたといえる．ベビーウェアリングとは，
辞書によると大人の身体の前部にストラップで固定する
デバイス等を用いて，乳幼児を大人の胸部に近づけ続け
る行為や行動と定義されている（Merriam−Webster）．
先行研究では，ベビーウェアリングによって，抱っこを
していない状態に似た姿勢の保持（Havens et al., 2020），
母乳育児期間の延長（Pisacane et al., 2012）などが報告
されている．また，児にとっても，ベビーウェアリング
することで，腕で抱くのと同様に，首がすわるための筋
肉の発達を促す可能性が指摘され（Siddicky et al., 
2020），その効果は単なる負荷軽減にとどまらない．
　他に育児をサポートする道具の代表として，児の運搬
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に特化したベビーカーが挙げられる．しかし，ベビー
ウェアリングほどには児との相互作用によい影響を及ぼ
さないかもしれない．介入研究では，バックパック型お
んぶひも群は，ベビーカー群よりも親が子に話しかける
時間は13.53秒長く（Mireault et al., 2018），スリング群も
ベビーカー群よりも児の発声に敏感に反応したとされる

（Anisfeld et al., 1990）．抱っこしていない状態であるベ
ビーカーと比べ，養育者と児との距離が近いベビーウェ
アリングでは，相互コミュニケーションを促す効果が認
められている．
　また，ベビーウェアリングで使用するデバイスは，単
に運ぶだけの道具ではなく，年齢，サイズ，体重を問わ
ず，赤ちゃんの解剖学的および生理学的特性に適してい
ることが望ましい（Evelin, 2014）．ベビーウェアリング
には，単に腕で抱きしめるよりも長時間の抱っこを可能
にすることで，児との絆や愛着を深める可能性がある

（Evelin, 2014；Norholt, 2020）．ベビーウェアリングは養
育者の育児生活にとって，なくてはならないものである
が，これまでわが国においてデバイス別の使用実態やベ
ビーウェアリング時の認識について焦点を当てた研究は
見当たらない．
　以上のことから，本研究では，比較するデバイスとし
て，日本でよく使用されるスリング・ラップ・キャリア
に着目して，2歳未満の児を養育する者を対象として，
ベビーウェアリングにおけるデバイス別の使用実態とベ
ビーウェアリング時の養育者の認識について探索するこ
とを目的とした．

Ⅱ．用語の操作的定義

　ベビーウェアリング：デバイスを用いて，乳幼児を大
人の身体の胸部・腹部・背部等に接触，近づけ続ける行
為や行動をさす．
　デバイス：乳幼児を抱きながらあやす，または同時に
別の行動を行うために用いるための補助具全般のこと．
抱っこひもやベビーキャリアのこと．材質や用途等でさ
まざまな分類が提唱されている．本研究では著者が作成
した分類に基づいて調査を行った（図1）．

　キャリア：デバイスのひとつ．多機能型で，あらかじ
め児が入る空間が形成されている．使用材質によりハー
ドとソフトの2形態がある．布以外の硬い材質を用いて
座位を保持しやすいよう形状記憶しているものがハー
ド，していないものがソフトである．本調査ではハー
ド・ソフトを区別せずにキャリアとしてカテゴリーを設
定した．商品例として，エルゴ，ボバエックス，ボバキャ
リア4 G，ベルメゾン，Combi，Stokke，アップリカ，ベ
ビービョルン，ヒップシート，ポッサム等が挙げられる．
　スリング：デバイスのひとつ．布製の抱っこひものう
ち，ひもタイプに属する．外観上は乳幼児が生地の上に
乗っているまたはくるまれているような状態となるも
の．ひものような形で，一方の肩に肩ベルトを介して抱
くもの．横抱っこ，腰抱っこまたは縦抱っこ（斜め抱っ
こ）状態で使用する．商品例として，ベッタキャリーミー
プラス，mini monkey，ラッキーのスリングキャリーネ
クスト，kerata ベビースリング，psling，昔ながらのお
んぶひも等が挙げられる．
　ラップ：デバイスのひとつ．布製の抱っこひものうち，
一枚布タイプに属する．一枚布で，バックル・ストラッ
プやスナップなどの部品が一切ないもの．主に縦抱きで
用いる．商品例として，ボバラップ，北極しろくま堂へ
こおび，DIDYMOS 等が挙げられる．
　ベビーウェアリング時の認識：ベビーウェアリングを
行っている際に養育者に生じた湧き上がる感情や，ベ
ビーウェアリングを行った結果に関する認知のあり様．

Ⅲ．研究方法

1．研究デザイン
　記述的横断研究デザインである．

2．研究対象者
　養育する児との関係性を問わず，2歳未満の児の養育
にかかわるすべての者とした．

3．調査方法
　本調査では，機縁法による対象者のリクルートを行っ

図1　ベビーウェアリングにおけるデバイスの分類

ソフト（形状記憶なし）

ハード（形状記憶あり）

一枚布タイプ（ラップ）

ひもタイプ（スリング・おんぶひも）

布製

デバイス

キャリア
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た．研究者の所属するワーキンググループのメーリング
リストやホームページ，SNS を用いて調査内容および方
法について概要を説明し研究を依頼した．一部の研究協
力施設に対しては，施設内に研究案内のポスターを掲示
した．
　オンライン調査システムは，SurveyMonkey®（SVMK 
Inc.）を用いた．データ収集は2019年10月に実施した．

4．調査内容
　アンケートでは，対象者の背景，デバイスの使用状況
およびベビーウェアリング時の養育者の認識について調
査した．
1）デバイスの使用状況
　デバイスの使用有無に応じて，スリング・ラップ・
キャリア毎に，使用時期，使用状況，過去1週間の使用
時間への回答を得た．
2）ベビーウェアリング時の認識
　本調査票は，ベビーウェアリングにおける養育者の児
への想い，安心感，親としての肯定感，児の行動変容，
利便性，疲労度などの観点からベビーウェアリング時の
養育者の認識について把握するため，日本語版 Mother−
to−Infant Bonding Scale（MIBS−J）（赤ちゃんへの気持
ち質問票）（吉田ら，2006；Yoshida et al., 2012）を参考
に，著者らが独自に作成した．設問は11項目作成し，教
示文は「（例）スリングを使用しているときの気持ちを聞
かせて下さい（赤ちゃんをスリングにくるんでいるとき
を想像してお答え下さい）」とそれぞれのデバイスについ
て回答を求めた．回答は「とてもそう思う」「まあまあそ
う思う」「あまりそう思わない」「全くそう思わない」の
4段階のリーカット尺度とした．本研究の分析では「と
てもそう思う」という最も肯定的な回答に着目して比較
した．

5．分析方法
　対象者の背景およびデバイスの使用状況は，t 検定，
χ2検定，コクランの Q 検定，一元配置分散分析および
フリードマン検定の検定を用いた．コクランの Q 検定で
は，任意の項目について各水準間の検定結果に Bonfer-
roni 調整を加えた．3種のデバイス使用者の層別解析を
行いベビーウェアリング時の認識についてフリードマン
検定を行った．分析は，統計ソフト IBM SPSS ver.　28.0
を用いて解析し，有意水準は5％とした．

6．倫理的配慮
　対象者には，アンケート回答前に本調査の目的および
方法について Web 上で説明を行った．その際，アンケー
トは無記名で個人は特定されないこと，参加は自由意志
によるものであり参加を断っても不利益を被ることはな
いこと，本調査では回答が送信された時点で匿名処理が
行われるため，回答後は同意の撤回ができないことを記

載した．上記について「同意する」にチェックおよびア
ンケートの送信をもって，研究参加に同意したものとし
た．本研究は聖路加国際大学研究倫理審査会の承認を得
た（19−A065）．

Ⅳ．結　　果

1．研究対象者の概要
　アンケート開始前に参加同意を得られた231人のうち，
回答途中の脱落者66人，除外基準に合致した（対象年齢
2歳以上）10人を除いた人数は，155人（有効回答率
67.1％）であった．本研究では，産後間もないことが理
由で現在は未使用であるが，今後デバイスを使用する予
定と回答した2人を除き，最終的に153人を分析対象と
した（表1）．
　対象者の役割は母親148人（96.7％），父親3人（2.0％），
その他（祖父母と叔母）2人（1.4％）であり，子どもの
数が2人以上は88人（57.5％）であった．就業なし（主
婦または育児休業中を含む）は106人（69.3％）であっ
た．全員が何らかのデバイスを使用した経験があり，対
面でデバイスの講習を受講したことがある者は63人

（41.2％）であった．使用経験のあるデバイスの形態の組
み合わせで最も多かったのは，スリングとキャリアのみ
の54人（35.3％），次いでスリングとラップとキャリアの
3種類が43人（28.1％），キャリアのみが29人（19.0％）
であった．
　重複回答による使用経験は，スリング106人，ラップ66
人，キャリア143人であった．平均使用時期は，スリング
2.0～6.2か月，ラップ1.6～7.6か月，キャリア2.1～16.6か
月であった．3種のデバイスを比較すると，ラップは平
均使用開始時期が1.6か月と早く，キャリアは平均使用終
了時期が16.6か月と遅い傾向にあった．

2．過去1週間におけるベビーウェアリング時間
　過去1週間以内にベビーウェアリングした者（重複回
答）は，スリング106人中40人（37.7％），ラップ66人中
36人（54.5％），キャリア143人中109人（76.2％）であっ
た．
　過去1週間における合計時間（重複回答：表2）では，
1歳未満では，いずれのデバイスでも7～14時間（1日
の平均使用時間1～2時間）使用している人が最も多
かった．1歳以上では，ラップとキャリアは同程度の使
用時間であるのに比べ，スリングは2時間程度（週に2
日，または週末のみ）使用している人が多かった．

3．ベビーウェアリングのタイミング
1）ベビーウェアリングのタイミング
　ベビーウェアリングのタイミングについて，デバイス
別に比較した．分析対象者153人について，重複回答によ
る使用経験である，スリング106人，ラップ66人，キャリ
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ア143人における使用タイミングの割合を示した（図2）．
スリングで最も多かったものは「外出時」で，次に「家
にいて，家事や仕事をしている時」「ぐずる時」であっ
た．ラップで最も多かったものは，「外出時」で，次いで

「ぐずる時」「家にいて，家事や仕事をしている時」であっ
た．キャリアで最も多かったものは「外出時」で，次い
で「家にいて，家事や仕事をしている時」，「ぐずる時」
であった．3種のデバイスを比較すると，「ぐずる時」に

ラップを使用している割合が63.6％と他の2つのデバイ
スよりも多かった．「外出時」にはキャリアを使用する割
合は94.4％と多かったが，一方で，「寝かしつける時」に
キャリアを使用する割合は27.3％と少なかった．
2）3種のデバイス経験者における使用状況
　スリング・ラップ・キャリアの3種のデバイスの使用
経験がある43人の使用状況の内訳使用タイミングの割合
を示した（図2）．「ぐずる時」では，ラップ31人（72.1％），

表1　対象者の特性とベビーウェアリング時のデバイスの使用時期� N＝153

n （％）

養育者の役割
　母親 148 96.7
こどもの人数
　2人以上  88 57.5
就業
　なし 106 69.3
ベビーウェアリングの経験
　あり 153 100
ベリーウェアリングに関する講習受講
　あり  63 41.2
デバイスの種類 153
　3種類使用
　　スリング＋ラップ＋キャリア  43 28.1
　2種類使用
　　スリング＋キャリア  54 35.3
　　ラップ＋キャリア  17 11.1
　　スリング＋ラップ   5 3.3
　1種類のみ使用
　　キャリア  29 19.0
　　スリング   4 2.6
　　ラップ   1 0.7

n M SD Min Max

スリング（n＝106）
　使用開始月齢 102 2.0 2.9 0.0 18.0
　使用終了月齢  58 6.2 6.0 1.0 24.0
ラップ（n＝66）
　使用開始月齢  64 1.6 2.3 0.0 10.0
　使用終了月齢  25 7.6 6.9 1.0 24.0
キャリア（n＝143）
　使用開始月齢 141 2.1 2.6 0.0 21.0
　使用終了月齢  38 16.6 8.0 2.0 36.0

表2　過去1週間におけるベビーウェアリング時間� N＝153

スリング
n〔％〕

ラップ
n〔％〕

キャリア
n〔％〕

抱っこ補助具使用経験者で過去1週間以内の使用あり 40〔37.7〕 36〔54.5〕 109〔76.2〕

1歳未満 2時間程度（週に2日〔1日1時間程度〕，週末のみ使用している方）  7〔36.8〕  5〔26.3〕  15〔23.1〕
2時間以上7時間未満（1日の平均使用時間30分未満）  4〔21.1〕  6〔31.6〕  23〔35.4〕
7時間～14時間（1日の平均使用時間1～2時間）  8〔42.1〕  8〔42.1〕  27〔41.5〕

1歳以上 2時間程度（週に2日〔1日1時間程度〕，週末のみ使用している方） 10〔47.6〕  6〔35.3〕  14〔31.8〕
2時間以上7時間未満（1日の平均使用時間30分未満）  7〔33.3〕  5〔29.4〕  16〔36.4〕
7時間～14時間（1日の平均使用時間1～2時間）  4〔19.1〕  6〔35.3〕  14〔31.8〕



− 32 −

スリング23人（53.5％）であった．「家事・仕事時」で
は，ラップ27人（62.8％），スリング22人（51.2％）であっ
た．「寝かしつける時」では，ラップ22人（51.2％）で
あった．「外出時」では，キャリア38人（88.4％），スリ
ング32人（74.4％），ラップ30人（69.8％）であった．以
上より，ラップはさまざまな状況で使用されている割合
が高かった．また，「外出時」にはスリング，ラップ，
キャリアのすべてのデバイスが使用されているが，キャ
リアが最も使用されていた．
　5場面の使用状況（啼泣時，ぐずる時，家事・仕事時，
寝かしつける時，外出時）におけるデバイスの使用割合
を比較した（表3）．「ぐずる時」では，ラップが最も使
用比率が高く，キャリアの使用割合が低かった（χ2＝
13.152，p＝0.001）．ペアごとの比較では，キャリアと
ラップ間に有意な差を認めた（p＝0.001）．同様に，「寝
かしつける時」には，ラップの使用率は高いが，スリン
グやキャリアは低かった（χ2＝9.360，p＝0.009）．ペア
ごとの比較では，キャリアとラップ間に有意な差を認め
た（p＝0.01）．一方，「家事・仕事時」「外出時」とデバ
イスとの間に有意な関連は認めなかった．

4．3種のデバイス使用経験者によるベビーウェア
リング時の認識

　3種のデバイスの使用経験者43人を対象に，ベビー
ウェアリング時の養育者の認識との関係をフリードマン
検定で分析した（表4）．

　「愛おしいと思う」では，ラップを使用している時に最
も肯定的な回答である「とてもそう思う」と感じた割合
は97.7％，スリング100％であり，キャリアの65％に比べ
て，有意にその比率が高かった（χ2＝22.933，p＜0.001）．
同様にこのような特徴と同様の結果は「守ってあげたい
と思う」「成長が実感できる」「手足の温かさ・皮膚の状
態が観察できる」「養育者としての自信がつく」「赤ちゃ
んに抱かれているようで安心できる」「穏やかになったと
思う」「赤ちゃんと密着し，一体となっているように感じ
る」にも認められた．（守ってあげたい：χ2＝11.167，p＝
0.004，成長が実感できる：χ2＝9.333，p＝0.009，手足の
温かさ・皮膚の状態が観察できる：χ2＝11.840，p＝
0.003，自信がつく：χ2＝13.000，p＝0.002，安心できる：
χ2＝20.667，p＜0.001，穏やかになったと思う：χ2＝
21.793，p＜0.001，一体となっているように感じる：χ2＝
24.914，p＜0.001）．
　一方，「家事や仕事ができて便利だと思う」では，ラッ
プを使用しているときに「とてもそう思う」と感じた割
合は53.5％，キャリア39.5％であるのに対して，スリング
は23.3％（10人）と有意にその比率が低かった（χ2＝
9.769，p＝0.008）．
　養育者の認識11項目中9項目において，養育者の認識
と抱っこ補助具の間には，有意な関連が認められたが，

「赤ちゃんに対していらいらする」「背中や腕，腰が痛く
てたまらない」という2項目においては，有意な関連は
認められなかった．

表3　5場面のベビーウェアリング時のデバイスの使用割合� N＝43

スリング
n〔％〕

ラップ
n〔％〕

キャリア
n〔％〕 χ2 p

啼泣時 20〔46.5〕 21〔48.8〕 16〔37.2〕 2.000 0.368
ぐずる時 23〔53.5〕 31〔72.1〕 14〔32.6〕 13.152 0.001
家事・仕事時 22〔51.2〕 27〔62.8〕 19〔44.2〕 3.267 0.195
寝かしつける時 13〔30.2〕 22〔51.2〕 10〔23.3〕 9.360 0.009
外出時 32〔74.4〕 30〔69.8〕 38〔88.4〕 5.474 0.065

図2　ベビーウェアリングのタイミング

□：スリング，■：ラップ，■：キャリア
左：回答者153人，右：すべてのデバイス経験あり43人
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5．養育者153人におけるデバイスの使用経験と
講習の受講

　養育者153人のうち講習受講経験ありと回答した63人
のうち，初産婦は20人（31.7％）で経産婦は43人（49.4％）
と，初産婦よりも経産婦で多かった（χ2＝6.632，p＝
0.013）．
　デバイス別では，重複回答で，スリング106人中52人

（49.1％），ラップ66人中38人（57.6％），キャリア143人中
56人（39.2％）であった．スリング使用経験者のうち講
習受講経験ありと回答した者が有意に多かった（χ2＝
8.846，p＝0.003）．同様に，ラップ使用経験者のうち講習
受講経験ありと回答した者が有意に多かった（χ2＝
12.887，p＜0.001）．一方でキャリアの使用経験の有無と
講習受講の有無については，有意な関連は認められな
かった（χ2＝3.67，p＝0.93）．
　各デバイス別の講習受講有無を，初経産で分けて分析
した．スリングとキャリアでは初産婦群では講習受講有
無に差はなく，経産婦群で使用者に講習受講を受けた者

が多かった（p＝0.017；p＝0.005）．一方で，キャリアで
は経産婦群では講習受講有無に差はなく，初産婦群は使
用者に講習を受講した者が有意に少なかった（χ2＝
6.557，p＝0.024）．

6．養育者153人におけるデバイスの使用経験と
就業

　デバイス使用者で就業ありと回答したのは，スリング
106人中36人（34.0％），ラップ66人中27人（40.9％），キャ
リア143人中43人（30.1％）であった．ラップ使用経験が
ある者のうち，就業ありと回答した者が有意に多かった

（χ2＝5.663，p＝0.017）．一方，就業の有無とスリングと
キャリアの使用の有無については，有意な関連は認めら
れなかった．

表4　3種の抱っこ補助具使用経験者による養育者の認識� N＝43

スリング
n〔％〕

ラップ
n〔％〕

キャリア
n〔％〕 χ2 p

愛おしいと思う
　とてもそう思う 43〔100〕 42〔97.7〕 28〔65.1〕 22.933 0.000　それ以外  0〔 0.0〕  1〔 2.3〕 15〔34.9〕
守ってあげたいと思う
　とてもそう思う 38〔88.4〕 40〔93.0〕 31〔72.1〕 11.167 0.004　それ以外  5〔11.6〕  3〔 7.0〕 12〔27.9〕
成長が実感できる
　とてもそう思う 25〔58.1〕 33〔76.7〕 21〔48.8〕 9.333 0.009　それ以外 18〔41.9〕 10〔23.3〕 22〔51.2〕
手足の温かさ・皮膚の状態が観察できる
　とてもそう思う 25〔58.1〕 33〔76.7〕 19〔44.2〕 11.840 0.003　それ以外 18〔41.9〕 10〔23.3〕 24〔55.8〕
いらいらする＊

　とてもそう思う  0〔 0.0〕  0〔 0.0〕  1〔 2.3〕 2.000 0.368　それ以外 43〔100〕 43〔100〕 42〔97.7〕
自信がつく
　とてもそう思う 14〔32.6〕 19〔44.2〕  8〔18.6〕 13.000 0.002　それ以外 29〔67.4〕 24〔55.8〕 35〔81.4〕
安心できる
　とてもそう思う 15〔34.9〕 23〔53.5〕  6〔14.0〕 20.667 0.000　それ以外 28〔65.1〕 20〔46.5〕 37〔86.0〕
穏やかになったと思う
　とてもそう思う 18〔41.9〕 32〔74.4〕 12〔27.9〕 21.793 0.000　それ以外 25〔58.1〕 11〔25.6〕 31〔72.1〕
家事や仕事ができて便利だと思う
　とてもそう思う 10〔23.3〕 23〔53.5〕 17〔39.5〕 9.769 0.008　それ以外 33〔76.7〕 20〔46.5〕 26〔60.5〕
背中・腕・腰の痛みがある＊

　とてもそう思う  5〔11.6〕  1〔 2.3〕  8〔18.6〕 5.286 0.071　それ以外 38〔88.4〕 42〔97.7〕 35〔81.4〕
一体感
　とてもそう思う 27〔62.8〕 37〔86.0〕 13〔30.2〕 24.914 0.000　それ以外 16〔37.2〕  6〔14.0〕 30〔69.8〕

＊：反転項目
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Ⅴ．考　　察

1．ベビーウェアリングの実態
　本研究の回答者155人のうち，全員がなんらかのデバ
イスを用いてベビーウェアリング経験がある者または今
後予定していると回答していた．本研究が機縁法による
抽出であることを考慮しても，想像以上にベビーウェア
リング経験者が多い結果であった．
　養育者153人のデバイス使用経験は，キャリア143人，
スリング106人，ラップ66人の順であり，3種のデバイス
を使い分けている人は，そのうちの43人（28.1％）であっ
た．各デバイスにおける使用開始および終了時期は，ス
リングは2～6.2か月，ラップは1.6～7.6か月，キャリア
は2.1～16.6か月であり，キャリアが最も長期間使用され
ていた．過去1週間におけるベビーウェアリング時間で
は，児がまだ歩行できない1歳未満では，いずれのデバ
イスも長い時間使用される傾向であった．一方で1歳を
超えると，特にスリングにおいて週に2時間程度（週に
2日，または週末のみ）へと使用頻度が減っていた．こ
れは，スリングは片方の肩のみに負荷がかかる構造のた
め，児の成長に伴い長時間・最頻の選択肢ではなくなっ
ていくためと考えられる．
　デバイスの使用状況（図2）では，回答者全体（左図）
および3種のデバイス使用者（右図）の傾向は似ており，
どのデバイスの使用するタイミングとしても「外出時」
という回答が最も多かった．「外出時」は「寝かしつけ」
などの他の状況と比べて，一時的に児をどこかに置くこ
とのできない状況が長時間続くケースが多いと考えられ
る．そのため，他の状況よりもベビーウェアリングをす
る機会が多く「外出時」の利用が多くなっていると考え
られる．また，「外出時」にキャリアの使用が多い理由と
しては，児が成長し自立歩行が可能となるにつれ，外出
時ではデバイスをつけ外しする機会が増え，児体重が重
くなっても養育者の身体への負担が小さいことが理由と
して挙げられる．
　5場面の使用状況におけるデバイスの使用割合では，

「ぐずる時」「寝かしつける時」ではキャリアよりもラッ
プの使用割合が有意に高かった．この2つの状況では，
装着の手軽さよりも，より養育者との身体の密着度のあ
るデバイスが好まれる傾向であったと考えられる．乳児
コリックに対するケアとして，Manual therapyの効果が
検討されているが（Carnes et al., 2018；Dobson et al., 
2012），ラップによって児と養育者の身体を密着させ，養
育者が揺らし動くことは，この Manual therapy の原理
との共通点があると推察される．特に「ぐずる時」の対
応で，ベビーウェアリングで落ち着くという経験は，母
親の産後の不安の軽減につながる可能性がある（Lon-
stein, 2007）．
　養育者153人のうち講習受講経験がある者は，初産婦
よりも経産婦で多かった．これは，経産婦では単純に合

計育児期間が初産婦よりも長いことや，長子の用事のた
めに外出等の機会が増えることでベビーウェアリングに
関する講習を受ける機会が増えるためと考えられる．講
習を受けた後にスリング，ラップを使用している人は約
50％であるが，キャリアの講習受講者は3割程度にとど
まっていた．また，初産婦では，キャリアとラップでは
差はないのに，キャリアでは使用者に講習受講の経験が
少なかった．これは，キャリアは講習を受けなくても使
用が可能であり，スリングやラップよりも身近で手軽な
存在であることがうかがえる．

2．産褥早期の安全なベビーウェアリングへの支援
　本結果より，いずれのデバイスの平均使用開始時期は
2か月前後と早く，生後0か月から使用する養育者もい
ることが明らかとなった．また，最も使用者が多かった
のはキャリアだが，その手軽さのためか，過去に抱っこ
やおんぶの講習受講経験がない者も最も多かった．デバ
イス等からの転落事故は，5年間計117件のうち，頭蓋骨
骨折等入院を要する重症事例も27件（23％）報告されて
いる（東京都生活文化局，2014）．
　身体の小さな定頸前の乳児では，デバイスの少しのゆ
るみや児を抱く姿勢によっては，転落や墜落が起きやす
い．そのため，特に月齢が浅い児に対してベビーウェア
リングする場合は，事故防止に努める必要がある．養育
者の安全なベビーウェアリングに役立つ「TICKS ルー
ル」（UK Sling Consortium）などの情報提供が求められ
る．このルールは，TIGHT（十分に児と密着できるきつ
さ），IN VIEW AT ALL TIMES（常に児の顔が見える），
CLOSE ENOUGH TO KISS（児のおでこにキスできる近
さ），KEEP CHIN OFF THE CHEST（児のあごと胸が
離れている），SUPPORTED BACK（児の背中はデバイ
スで支えられ母子が向い合う）の頭文字からなる．助産
師は，養育者がデバイスを購入する前である妊娠期にベ
ビーウェアリングに関する指導を行うことが理想的であ
る．可能であれば産褥入院期間中，または遅くとも1か
月児健康診査までに，ベビーウェアリングに関する指導
や情報提供を行うことが望まれる．産後ケアの支援が求
められる今日，地域での母子保健活動の一部に安全なベ
ビーウェアリングへの支援が必要である．

3．ベビーウェアリング時の認識
　3種のデバイス経験者43人を対象に，ベビーウェアリ
ング時の養育者の認識について調査した結果，11項目中
9項目に有意差を認めた．3種のデバイス使用経験があ
る者の認識において，「愛おしい」「安心できる」「一体と
なっている」等で最も肯定的な意見を示す割合はラップ
とスリングで高く，キャリアで低い傾向であった．キャ
リアはあらかじめ児が入る空間が形成されていることか
ら手軽に試しやすく，装着が容易であることがその利点
である．一方で，TICKS ルールに沿っていない状態でも
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使用ができてしまう．
　しかし，今回分析対象となった43人は，3種のデバイ
スを用いていることからも，よりベビーウェアリングへ
の関心が高い，あるいはそれを好む者と推測され，いず
れのデバイスにおいても適切なベビーウェアリングがで
きていた可能性が高い．以上より，3種のデバイス使用
経験がある者では，キャリアよりもラップとスリングの
使用時において，より好ましいベビーウェアリング状態
であったと認識していたと考えられる．
　表4では，ラップのほうがスリングよりも肯定的な意
見を示す割合が高い傾向であった．本結果の使用実態か
らもスリングは短期間・短時間の使用となる傾向にある
が，ラップは身体的負担が少ない構造のため長期間・長
時間使用が可能であり，より児と一体となるようなベ
ビーウェアリングができていた可能性がある．
　Little ら（2019）による民族史学的研究によれば，23
組の母子における実験室調査で，ベビーウェアリングし
た群は，ベビーウェアリングでない状態（ベビーシート
に座る等）と比較して，乳児の出す肯定的な Cue に対す
る母親の反応が有意に多かったと報告した．つまり，ベ
ビーウェアリングすること自体が，乳児の Cue に対する
母親の反応の増加を予測させる．さらに，正期産の新生
児および早産児におけるskin to skin contactに代表され
る母子の接触は，児の睡眠や体温調節，母親の抑うつや
精神的ストレスへの効果，感受性の向上，母乳授乳等へ
の成果が認められてきた（Norholt, 2020）．ベビーウェア
リングについても，原理的には母子の接触のひとつとし
て，それらの効果を享受している可能性がある．本質的
にはいずれのデバイスを使用しても，適切なベビーウェ
アリング状態であることが重要であり，より効果的なベ
ビーウェアリングとなるように支援をしていく必要があ
る．

Ⅵ．研究の限界と課題

　本研究の対象者は，オンラインシステムを用いて機縁
法による対象者のリクルートを実施したことから，ベ
ビーウェアリングに興味のある者，講習会に関心のある
者が多かった可能性があり，本結果の一般化には限界が
ある．また，調査結果からは子の発育や発達状況でデバ
イスを使い分けていることが読み取れることから，デバ
イス別のベビーウェアリング時の認識の評価は，使用目
的や子の月齢を限定した追加の調査を行うことが望まし
い．今後も，養育者が効果的なベビーウェアリングを行
うために必要な支援について検討する必要がある．

Ⅶ．結　　論

　153人がベビーウェアリングで用いていたデバイスは，
キャリア143人，スリング106人，ラップ66人の順で多

かった．ベビーウェアリングのタイミングで最も多かっ
たのは，いずれも「外出時」であった．3種のデバイス
の使用経験がある者は，153人中43人（28.1％）であっ
た．各デバイスにおける平均使用開始時期は，スリング
は2.0か月，ラップは1.6か月，キャリアは2.1か月であっ
た．産褥早期からの安全なベビーウェアリングへの支援
として，助産師は，妊娠中から遅くとも1か月児健康診
査までには，ベビーウェアリングに関する指導や情報提
供を行うことが望まれる．
　3種のデバイス経験者におけるベビーウェアリングの
認識では，「愛おしい」「安心できる」「一体となってい
る」等の肯定的な意見の割合はラップで高く，キャリア
で低い傾向を認めた．
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Use and Perceptions of Different Devices 
for Babywearing
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　Purpose：The purpose of this study was to investigate the use and perceptions of different devices for baby-
wearing among caregivers of children under two years of age.
　Methods：An online self−administered questionnaire survey by snowball sampling was conducted among care-
givers who take care of children aged one month to two years, regardless of their relationship with the children. The 
following items were investigated using the questionnaire：（1）forms of babywearing（i.e., slings, wraps, and baby 
carriers）,（2）time to initiating and ending a form of babywearing,（3）when to use a form of babywearing,（4）usage 
time,（5）perceptions. Of the 231 caregivers in whom consent was obtained, the valid responses of 153 caregivers

（66.2％ effective response rate）were analyzed statistically.
　Results：In terms of the experience of the caregivers in using the three forms of babywearing（multiple 
responses）, 143 caregivers used baby carriers, 106 caregivers used slings, and 66 caregivers used wraps, all of which 
were frequently used“when outside the home”. The average start time for using a form of babywearing was 2.0 
months for slings, 1.6 months for wraps, and 2.1 months for baby carriers. Of the 153 caregivers with effective 
responses, 43 caregivers（28.1％）have experienced using the three forms of babywearing, namely, slings, wraps, and 
baby carriers. In the perceptions of babywearing who have experienced using the three forms of devices, the per-
centage of the most positive opinions under the perception category, such as“I think this baby is very lovely,”“I feel 
relieved when being hugged by my baby”and“I feel close to the baby becoming like one,”were higher for wraps 
and lower for carriers.
　Conclusion：This study suggests that many caregivers use slings, wraps, and baby carriers just after childbirth. 
It would be advantageous for midwives to provide caregivers adequate information on the features of the different 
forms of babywearing to promote their safe use from the time of pregnancy to the time of the one−month health 
check−up of the baby at the latest.

Key words：Babywearing, Pregnancy, Childcare, Questionnaire
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